
令和６年度病害虫発生予察情報 
注 意 報 第 １ 号 

令和６年７月 16 日 

岩手県病害虫防除所 
 

斑点米カメムシ類が平年より多く発生しています。 
水稲の出穂１５～１０日前までに、水田畦畔や雑草地、

農道・水田内の除草を徹底し、斑点米カメムシ類の密度を
低下させましょう。 
 
１ 対象作物、病害虫    ：水稲、斑点米カメムシ類 

２ 対象地域       ：県下全域 

３ 発生量         ：多 

４ 予報の根拠 
（１）基準圃場（北上市：イタリアンライグラス主体の雑草地）では、７月に入ってからアカスジカ

スミカメ成虫（写真１）等カスミカメムシ類成幼虫の発生が急激に増加している（図１）。 

（２）県内の水田では、６月中旬から斑点米カメムシ類の多発傾向が続いており、７月上旬の水田畦畔

すくい取り調査（40 圃場）の結果、斑点米カメムシ類の発生圃場率は 62.5％（平年 47.2％）で平

年より高く、発生圃場における平均捕獲虫数は 15.1頭（平年 7.8頭）で平年より多い（図２）。 

（３）水田畦畔の草刈りが実施された場合でも、出穂したイネ科雑草の刈り残しがある圃場は、斑点

米カメムシ類の発生圃場率が高く発生量は非常に多くなる傾向にある（図３）。  
５ 防除対策 

  県内の水稲の出穂期は平年より早まると予測されていることから（令和６年岩手県内の水稲の生

育概況：７月 10日現在速報、岩手県農業普及技術課革新支援担当）、下記の対策を徹底する。 

（１）水稲出穂期に本田内へ侵入するカメムシ類の密度を低下させるため、水稲の出穂 15～10日前ま

でに水田畦畔や雑草地、農道の除草を徹底する。 

（２）地域内にイネ科雑草が残されていると、カメムシ類の発生源となり近隣の圃場に侵入するの

で、草刈りは地域一斉に行う（写真２）。 

（３）水田内雑草のノビエ、シズイ、ホタルイ類は、アカスジカスミカメの発生源となって被害を助

長するので、これら雑草がある圃場では水田内の除草を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 基準圃場（北上市）における斑点米カメムシ類の発生消長（７月第３半旬現在） 

注）農業研究センター内イタリアンライグラス主体雑草地往復 20回振すくい取り 

アカスジ：アカスジカスミカメ、アカヒゲ：アカヒゲホソミドリカスミカメ 
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☆農薬危害防止運動実施中（6/1～8/31）☆ 

【利用上の注意】 

・ 農薬は、使用前に必ずラベルを確認し、使用者が責任を持って使用しましょう。 

・ 農薬使用の際は（１）使用基準の遵守（２）飛散防止（３）防除実績の記帳 

を徹底しましょう。 

【情報のお問い合わせは病害虫防除所まで】TEL 0197(68)4427 FAX 0197(68)4316 

☆この情報は、いわてアグリベンチャーネットでもご覧いただけます。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/boujo/index.html 

 

図２ 斑点米カメムシ類の時期別発生状況 

（水田畦畔往復 20回振すくい取り） 

※ 斑点米カメムシ類：アカスジカスミカメ成虫、 

アカヒゲホソミドリカスミカメ成虫及びカスミカメム 

シ類幼虫の合計（図３も同じ） 

図３ 草刈りを実施した水田畦畔におけるイネ科雑草の 

有無と斑点米カメムシ類の発生状況 

（７月上旬水田畦畔往復 20 回振すくい取り） 

※：水田畦畔の草刈りが実施されていた圃場について、出穂し 

たイネ科雑草がない圃場と残っていた圃場に分けて整理。 
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写真１ イタリアンライグラ

スに群生するアカスジカス

ミカメ成虫 

写真２  農道の雑草管理状況 

農道右側に群生するイタリアンライグラスは、アカスジカスミカ

メの重要な発生源となるため、地域的な雑草管理が重要となる。 
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【防除方法】 

 
  
  

作業内容および防除時期・方法 

畦畔雑草の一斉草刈り ７月中下旬 

１回目散布 

特別栽培・食農立国米（慣行米）もち品種 

出穂期（出穂 50％） ７月下旬頃 
トレボン剤 

特別栽培米・食農立国米（慣行米）うるち品種 

出穂期（出穂 50％） ８月上旬頃 
スタークル剤 

２回目散布 

特別栽培・食農立国米（慣行米）もち品種 

１回目散布の１週間後 
スタークル剤 

食農立国米（慣行米）うるち品種 

１回目散布の１週間後 
トレボン剤 

休耕田の薬剤散布 トレボン剤 

斑点米カメムシ類の発生が多くなっています！ 

草刈りや薬剤による防除を徹底しましょう‼ 

お問い合わせ 

 岩手中央農業協同組合 

営農販売部米穀推進課    019-673-7484   紫波地域営農センター米穀課 019-672-1582 

矢巾地域営農センター米穀課 019-697-6211   盛岡地域営農センター米穀課 019-638-0011 

サブセンター盛岡 米穀課  019-656-3700 

岩手県病害虫防除所によると今年の斑点米カメムシ類の第１世代の発生時期は平年よりも早く、発生

量は多くなっています。 

斑点米カメムシ類による玄米品質の低下を防ぐためにも草刈りや薬剤による防除を実施しましょう。 

１．発生源対策 

 斑点米カメムシ類の発生源となる畦畔、水田周辺の牧草地、雑種地などでイネ科植物が出穂しないよう

に管理を行い、水稲の出穂１５～１０日前までに畦畔や水田周辺の地域一斉に草刈りを実施する。 

 水田内にノビエ、シズイ、ホタルイが発生している圃場では、これらの雑草がカメムシ類の発生源とな

り、薬剤防除の効果が十分に得られないので、水田内の除草を徹底する。 

 

２．薬剤防除 

 薬剤防除は、水稲の出穂期（出穂５０％）に１回目の防除を行い、その１週間後に２回目の防除を行う。 

ただし、特別栽培米「ひとめぼれ」のカメムシ防除は１回のみとなっているので注意する。 

※各地域や品種毎に生育状況が異なりますので、各地域営農センターでご案内した一斉防除時期によ

り薬剤防除の実施をお願いします。 
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